
 

（第２号様式）   
  令和５年４月 28日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立川崎北高等学校長  

令和５年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①各教科・科目及
び総合的な探究
の時間の学習到
達目標を設定し、
学力調査等で到
達度の検証を行
う。併せて、生徒
の学習意欲や探
究心を高める組
織的な授業改善
を推進し、学習指
導要領（平成30
年告示）を踏まえ
た教育課程の編
成に取り組む。 
②全教科で授業
のユニバーサル
デザイン化を図
る。 

①主体的・対話
的で深い学びを
実現し、生徒が共
に学び、考えを深
め、探究していこ
うとする意欲を育
む。 
②生徒に必要な
合理的配慮・授
業のユニバーサ
ルデザイン化を
進める。また、学
習評価を生かし
た教育活動を行
う。 

①・授業の中で「問
い」を精選する。 
・ＴＴの授業研究を
進める。 
・「生徒による授業
評価」の向上目標
ポイントを教科ごと
に定める。 
・授業研究部会が
中心となり、授業力
向上のための研修
テーマを定め、授
業のねらいを示し
た授業計画書を作
成し、効果的な授
業観察・授業研修
を実践する。 
②面談等をとおし
て生徒の状況を把
握し、リフレクション
（内省）を意識的に
働かせ授業・指導
改善につなげる。 
 
 

①・「生徒による授
業評価」の項目８
（授業でわからな
いことがあったら、
自分で聞いたり、
調べたりした）につ
いて、生徒の回答
が「かなり当てはま
る」と「ほぼ当ては
まる」を合わせて
85％を上回り、か
つ、１回目より２回
目が改善した数値
となったか。 
・授業観察や授業
見学・授業力向上
研修により、教職
員が授業力向上
につながった点に
ついてアンケート
調査し、集計・考
察の結果から、授
業改善の成果があ
ったと検証できた
か。 
②生徒の学習評
価の推移を考察す
る。 
 
 
 

     

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 

①基本的な生活
習慣を確立し、生
徒同士が主体的
にかかわり合い相
互理解を深めるイ
ンクルーシブな学
校づくりに取り組
む。 
②部活動・生徒会
活動や学校行事
の質を一層高め、
生徒の主体的な
活動を促進する。 
 

①基本的なルー
ルやマナーを守
り、生徒自身が安
全・安心な学校づ
くりに寄与する態
度を育む。 
②・創立 50 周年
という節目に生徒
主体の学校行事
を企画・運営す
る。 
・学校行事や部
活動等の様々な
場面で、生徒の
主体的な活動を
支援する。 
・校外施設を利用
して、学校行事や
部活動を行う。 

①遅刻指導や交通
安全指導の継続や
専門家と連携した
教育相談による支
援等を活用し、生
徒が居心地よいと
感じる学習環境づ
くりに取り組む。 
・昨年度新たに確
立しなおした教育
相談体制に基づ
き、SC や SSW と連
携した適切な相談
業務・支援に取り組
む。 
②・新たな行事の
あり方を模索し、生
徒の主体的な取組
や運営態度の育成
を図る。 
・「部活動ハンドブ
ック」に基づいた指
導を行い、部活動
の加入率を上げ
る。 
 

①・前年度より遅
刻指導の対象とな
る生徒の延べ人数
を減らすことができ
たか。 
・交通安全に係る
苦情件数を前年
度より減らすことが
できたか。 
・SCやSSWと連携
し、個々の生徒の
支援や情報の共
有を図ることができ
たか。 
②・生徒の意識に
残る学校行事を行
うことができたか。 
・歌やロゴづくりを
実現できたか。 
・北斗祭の生徒対
象アンケートで、生
徒が主体的に取り
組むことができたと
分析できたか。 
・５月時点での部
活 動 加 入 率 が
60％を超えたか。 
 
 
 
 

     



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

①生徒の社会的・
職業的な自立へ
向けたキャリア教
育を充実させ、生
徒一人ひとりの個
の力を生かした進
路実現・自己実現
の支援に取り組
む。 
②成年年齢が引
き下げられること
を踏まえ、シチズ
ンシップ教育の充
実を図る。 

①・総合的な探究
の時間や進路ガ
イダンス、進路講
演会等の振り返り
の時間を確保し、
身につけた資質
や能力を進路活
動・進路実現に
つなげる支援を
行う。 
・卒業生に対する
アフターフォロー
体制を整える。 
②消費者教育・
政治参加教育の
充実を図る。 

①・「ワークシート」
や「振り返りシート」
の点検や面談等を
とおして、生徒の進
路実現に向けた取
り組み意欲の向上
を図る。 
・卒業後のアフター
フォロー体制に係
る担当者を決め、
卒業生へのフォロ
ーや在校生との情
報共有を行う。 
②時事問題に照ら
した消費者教育・
政治参加教育を実
施する。 
 
 
 

①・進路実現・自
己実現への支援
上のツールとして、
「ワークシート」や
「振り返りシート」を
活用することがで
きたか。 
・卒業生や在校生
からの相談に対応
することができた
か。 
・在校生及びその
保護者に情報を伝
えることができた
か。 
②SNSの問題や政
治・社会参画の視
点から生徒向けの
講演会を実施する
ことができたか。 
 
 
 

     

４ 地域等との協働 

①地域との様々
な協働を推進し、
地域唯一の高等
学校として、共に
発展する学校づく
りを進める。 
②インクルーシブ
な学校づくりのた
めに、特別支援
学校や地域の支
援施設や企業と
連携する。 

①地域の教育資
源を活用したり、
本校の施設を開
放したりすること
で地域との連携
を図る。 
②インクルーシ
ブな学校づくり
のために地域資
源を活用する。 

①地域と連携した
防災講話・防災訓
練等を実施する。 
②・分教室との連
携や地域への訪問
を行う。 
・インクルーシブ教
育の一環として職
場体験実習を計画
する。 
 
 

①社会状況や過
去の災害経験等を
踏まえた訓練等を
地域と連携して行
うことができたか。 
②夏季休業中等
の職場体験実習
に参加する生徒が
延べ 50 人を超え
たか。 
 
 
 
 
 

     

５ 
学校管理 
学校運営 

①安全・安心な教
育環境の整備と
教育活動の充実・
改善に努め、ユニ
バーサルデザイ
ンを取り入れたよ
り快適な学習環境
づくりを進める。 
②教職員が生徒
と向き合う時間を
確保する。また、
学校運営につい
ての情報発信に
努め、信頼と期待
に応える学校づく
りに取り組む。 
 

①清掃活動を充
実させ、校内美
化・安全管理を踏
まえた学習環境
の整備に取り組
む。 
②生徒への面談
や補習、部活動
指導、進路支援、
教育相談等に係
る時間を確保す
る。 

①学習環境のフロ
ントゼロやごみの分
別収集等を徹底
し、衛生的かつ安
全に利用しやすい
学級運営を行う。 
②時間割作成を工
夫する等を含め、
教職員のスムーズ
な会議運営、業務
進行を進めることで
生徒と向き合う時間
を確保する。 
 

①清掃用具や足
ふきマットを備え、
活用できたか。 
②・時間割の中に
会議を割り当てる
ことができたか。 
・学年会議やグル
ープ会議、企画会
議、職員会議にお
いて、目的と運用
に係る明確性の高
い会議資料を作成
し、時間を短縮し
た会議運営を行う
ことができたか。 
 
 
 
 

     

 

 


